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16化学療法後に切除を施行した膵管癌症例の

　　検討
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　近年，浸潤性膵管癌の切除後の治療成績の向上

を目指すため術前化学療法や化学放射線療法に

期待が寄せられています．当科においても少数な

がらBorder㎞e　resectableや切除不能膵癌に化学

療法を行い，化学療法後に切除可能であった症例

を6例経験したので報告する．

　【化療後切除可能症例】男性3例，女性3例で

あり，年齢は40－72歳（中央値62．5歳）であっ

た．腫瘍主存在部位は膵頭部3例，膵体尾部3例

であった．化学療法はGS療法（TS1十gemc－

itabine）5例，　GC療法（Gemcitabine十CDDP）

1例，化療期間は2－10か月（中央値6か月），3

例はダウンステージにて切除可能となり，3例は

術前化学療法としておこなった．

　【術前化学療法症例】男性3例，女性3例で年

齢は49－72歳（中央値67歳）．6例に施行され，

3例が切除，2例は遠隔転移（肝・N3）のため切

除不能1例は化療中である．ダウンステージに

て切除可能例は3例，2例が肝転移を認め化療で

CR，1例はCA・SMA浸潤の消失にて切除可能
となった．

　【結語】膵癌の術前治療に関しては明確なエビ

デンスのある治療法は確立されていない．膵癌診

療ガイドライン（2009・2013案）では術前化学

療法・化学放射線療法の推奨度はグレードC1で，

今後の臨床試験や研究により明らかにされるべ

きであるとしている．
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18　当科での急性胆嚢炎に対する緊急腹腔鏡下胆
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　「急性胆管炎・胆嚢炎の診療ガイドライン」に

のっとり，当科にて急性胆嚢炎に対する緊急腹腔

鏡下胆嚢摘出術症例（以下LC）36例について検

討した．

　【対象と方法】2008年1月から2013年6月ま

でに，発症から72時間以内に緊急的にLCを施

行した36例を検討した．全例胆嚢内に明らかな

結石を認めかつ総胆管内に結石を認めない症例

とした．

【結果】男女比：25／11，平均71．2才（27～97才）

であった．重症度：軽症7例／中等症25例／重症

4例であった．術前ドレナージは10例（27．8％）

に行った．平均手術時間：軽症8α9分／中等症

120．2分／重症121．8分，平均術中出血量：軽症

72．4ml／中等症129．2ml／重116．5m1，在院日数：軽

症5．4日／中等症8．2日／重症26．5日であった．開

腹移行例は2例（5．6％）に認め，いずれも中等

症症例であった．術後合併症は4例（11．1％）に

認め中等症2例，重症2例であった．3例は保存

的に軽快したが，重症の1例に失う症例があっ

た．病理組織診断では2例（5．6％）に進行胆嚢

癌を認めた．

　【まとめ】急性胆嚢炎に対する緊急LCについ

て中等症，軽症胆嚢炎では手術時間，出血量ある


